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論文の内容の要旨 
 
 小山美雪氏の博士学位論文は、高齢者の脱水に対する低侵襲検出法を検討したものである。その要旨
は以下のとおりである。 
 
【目 的】 
著者は本論文の研究目的を次のとおりとしている。高齢者は加齢による身体機能の変化により脱水を発
症しやすい。高齢者の脱水は、在宅や介護施設でも発生しており、このような場においても簡便に脱水を
検出する方法を明らかにすることは意義がある。本研究では簡易機器を用いた腋窩水分度の測定が、脱
水の簡易検出法になる可能性が検討されている。 
【方 法】 
著者の研究方法は次のとおりである。本研究は 2010年 12月～2011年 6月に茨城県厚生連総合病院 
水戸協同病院の救急外来を受診し、入院となった 65 歳以上の患者を対象として行なわれた。著者は患者
血清の総タンパク質濃度、アルブミン濃度、BUN、CRE、血清ナトリウム濃度、血清尿酸濃度、血糖値を測
定し、BUN／CRE、血漿浸透圧、推算糸球体ろ過量（eGFR)を算出した。尿検査は、尿中ナトリウム濃度、
尿中クレアチニン濃度、尿浸透圧の測定を行っている。また、身体所見として、腋窩乾燥、口腔乾燥、皮膚
ツルゴール、眼窩のくぼみを観察し、毛細血管血流回復時間（Capillary Refill Time: CRT）の測定を行って
いる。腋窩水分度の測定は、皮膚用水分計『スキンモイスチャーメーター』（MCE-3259、マクロス社製）を用
いている。そして、血漿浸透圧＞295mOsm の患者を脱水群、それ以下の患者を非脱水群として、t 検定、
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カイ二乗検定を行っている。各身体所見については脱水に対する感度、特異度、陽性尤度比、陰性尤度
比、95%信頼区間を算出している。また、腋窩水分度の各カットオフ値における感度、特異度を算出し、
ROC曲線が作成されている。そして、Youden indexにより、腋窩水分度のカットオフ値が設定されている。 
【結 果】  
著者は、対象患者 29名のうち、11名が脱水と診断されたとしている。また、脱水群の血清ナトリウム濃度
は、非脱水群より有意に高く（145.5 vs. 134.4 mEq/L, p＜0.01）、血清尿酸値も脱水群は非脱水群より有
意に高値であり（7.8 vs. 5.3 mg/dL, p＜0.05）、脱水群では、eGFRが有意に低値であること（p＜0.01 ）を
明らかにしている。 
脱水の身体所見の陽性尤度比は、腋窩乾燥が 4.0と最も高く、口腔乾燥、眼窩のくぼみ、CRTの延長の
順に、それぞれ、1.4、1.3、1.3 と低いとしている。 
最後に著者は、腋窩水分度が、脱水群で非脱水群よりも有意に低く（33.7 vs. 41.0 %, p<0.05）、Youden 
indexにより腋窩水分度カットオフ値を 37.5％に設定すると、感度 82％、特異度 47％、陽性尤度比 1.5であ
り、また、腋窩水分度 30%では、感度 9%、特異度 88％であったと結論している。 
【考 察】 
著者は、身体所見は、腋窩乾燥の陽性尤度比が 4.0 と最も高く、次いで、口腔乾燥、眼窩のくぼみ、
CRTの延長の順であったと考察している。高張性、等張性、低張性脱水の患者を対象とした先行研究では、
腋窩乾燥の陽性尤度比は、2.8、CRT の延長の陽性尤度比は、6.9 であったが、本研究では、高張性脱水
の患者のみを対象としたため、腋窩乾燥の陽性尤度が高くなり、CRT 延長の陽性尤度比が低くなったと考
えられる。 
脱水群の腋窩水分度は、非脱水群より有意に低く、腋窩の乾燥の定量化が、簡便な脱水の低侵襲検出
法になり得る可能性が示唆された。測定値が37.5%未満とりわけ30%未満の時には、実際に脱水を発症して
いる可能性が高く、注意が必要であると考えられた。 
 今後、等張性、低張性脱水患者の腋窩水分度の操作特性を明らかにすることで、在宅や介護施設、ICU
領域における確度の高い低侵襲検出法になることが期待されると結ばれている。 
 
【結 論】  
著者は、高齢入院患者の脱水の身体所見では、腋窩乾燥が最も陽性尤度比が高いことを示した。更に
腋窩水分度の測定は、測定者の要因を含まない安定した結果が得られる利点があり、医療従事者の少な
い介護施設や在宅において使用できる簡便な脱水の低侵襲検出法になり得る可能性を著者は示した。 
 
 
 
審査の結果の要旨 
  
 
【批評】 
本論文は救急外来を受診した高齢患者に対し、身体所見に加えて、口腔内の湿度測定が可能な簡易
機器を用いて、腋窩湿度を評価し、その信頼性と精度を評価した臨床研究である。脱水の評価は、従来身
体所見が中心であったため、評価者の経験や主観に影響を受けるが、本機器の導入により、評価者によら
ず脱水所見の客観的・定量的評価が可能となることを示した。今後ますます高齢化社会が進行する本邦に
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おいて、介護施設など非医療従事者による脱水の評価法として応用可能であり、また特定看護行為のひと
つとしての導入など、今後さまざまな活用が期待できる。これらの観点から、本研究は、脱水所見の評価法
としてブレイクスルーとなるディバイスの精度と応用性を科学的に示した良い研究であると評価される。 
平成 30年 3月 8日、学位論文審査委員会において、審査委員会全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
